平成15年度

会津若松地方広域的グリーン・ツーリズム
東洋大学によるモニターツアー調査報告書

平成16年３月

東洋大学　青木ゼミ　グリーン・ツーリズム班

はじめに
　私達は東洋大学社会学部社会学科の青木辰司先生のゼミに所属する大学生です。私青木ゼミでは３、４年が一体となって環境をテーマに日々学んでおります。その中でも私達の班では特にグリーン・ツーリズムをテーマにして勉強をしており、今年度は我々学生の手でグリーン・ツーリズムを企画・実行することを目標において活動してきました。そして、どこか全国でそれが行える場所がないかと検討した結果、ゼミの青木先生とも以前から交流のある福島県会津地方の皆様方のご協力を得まして、昨年の秋に本校の学生を対象としましたモニターツアーの実行に至ることができました。

今回のことは私達にとっても初めての試みでありましたが、会津の方々を始め多くのご協力のもと無事実施することができまして大変感謝しております。普段ビルに囲まれた都会に住む学生達にとって、農村での生活は普段とは違うもので、大変新鮮に感じられたようです。しかし、やはりお互いにとって初めてということで、実施するに当たって様々な問題点も同時に浮き上がってきました。そこで、今回我々の一年間のゼミでの活動の経緯とモニターツアーの内容等を取り上げ、さらにその反省を踏まえて今後の課題について話し合ったものを報告書としてまとめました。今回のモニターツアー実施に当たり、会津の皆様にはご迷惑を掛けることもあったかと思いますが、今後も会津と東洋大学がにさらなる発展をしていくことを願います。そして、この報告書がその発展のために有意義に働いていけると嬉しく思います。
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第１章　会津若松地方の概要

１．市町村名

１市９町４ヶ村

会津高田町、会津坂下町、会津本郷町、会津若松市、猪苗代町、金山町、河東町、

北会津村、昭和村、新鶴村、磐梯町、三島町、柳津町、湯川村

２．位置・面積

面積：1992.31km2　（福島県全体の14.5%）

主要都市への距離：福島市へ約100km、新潟市へ約100km

人口：220409人

標高：会津盆地において約200ｍ

地形：盆地エリア、山地エリア

気候：内陸性気候、積雪量が多い

産業：比率で見ると、第３次産業への就業者が多い

　　　農業：専業農家の比率は低い

　　　　　　農家戸数の減少（後継者不足、高齢化）

　　　　　　……農業だけでは生活していけない、という現状

　　　林業：衰退傾向（需要・価格の低迷）

　　　工業：一部に工業団地あり

　　　商業：既存の商業集積地は停滞傾向
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　　　　　　国道４９号沿い

　　　　　　高速道路ＩＣ付近　　　　大型店やチェーン店の出店

　　　　　　主要道路沿い

３．グリーン・ツーリズムの状況

広域としての取り組み

　・広域として取り組み始めたのは平成１３年から

　　→『第４次会津若松地方ふるさと市町村圏計画』

　・市町村間での連携およびそれを支援する広域的連携体制の確立が必要

　　→各市町村のＧＴ団体相互の連絡や情報交換、協力体制は確立されていなかった。

各市町村におけるＧＴの現状

＜取り上げる市町村＞

会津坂下町、会津高田町、会津若松市、猪苗代町、三島町、金山町

１．会津坂下町

【経緯】

　平成１４年２月：「会津坂下町グリーン・ツーリズム促進委員会」が設立

　　　　　　　　　・１９名の委員でスタート→現在は３０名を越える

　　　　　　　　　・町外のサポータ委員

　　　　　　　　　・専業農家が多いが、それ以外の職業の方も多い

　　　　　　　　　・三春町、都路村へ視察・研修

　平成１５年：実践的取り組み

　　　　　　　・農泊の受け入れ等

　広域的展開の中心的役割を期待されている。

【主な資源】

人的資源：大俵を作る人、専業農家、ふるさとの味再発見グループ
自然的資源：桜並木、束松峠、杉の糸桜、高寺の棚田、川

文化的資源：各種のお祭り、旧五十嵐家住宅、坂本分校
歴史的資源：上宇内薬師如来坐像、陣ヶ峰城跡、杵ヶ森古墳、旧越後街道

その他：農泊、旅館、町営温泉、自然の家、スキー場、レストラン、喫茶店

２．会津高田町

【経緯】

　平成１５年３月：「会津高田町グリーン・ツーリズム促進委員会」設立

　　・委員数　１２名（平成１５年８月現在）

　　・宮城県若柳町へ視察・研修

【主な資源】

　　・蓋沼森林公園（山林自然とのふれあいの場）　　・農業体験学習農場

　　・昔話の語り部　　・そば打ち　　・福俵製作　　・炭焼き

　　・町内に１軒だけの茅葺きの家　　・廃屋を利用したＧＴ

　重点推進地区：旭寺入地区

　　・集落ぐるみの受け入れを模索している。

　　・下水道の整備が先行的に行われた

３．三島町

【経緯】

　昭和４９年：「ふるさと運動」がはじまる。

　　→都会の人々にふるさとを知ってもらおう

　　　・特別町民の認定→三島町に住んでもらう

　　　・農泊を受け入れていた（ふるさとの家）

　　→現在は認定が行われていない

　　　・町民の高齢化、人口減

　昭和５６年：「生活工芸運動」がはじまる。

　　→身の回りの生活の知恵を見直し特産化

　　　・ものづくりを通して三島町をアピール（ヒロロ細工、編み組細工など）

　　→現在は「手技（てわっさ）の里」

　　　・町民がインストラクターとなり、ものづくりを訪問者が体験

　　　・体験交流スペースとして「生活工芸館」、「山びこ」

　平成　７年：町内の小中学校がそれぞれ１つずつに統合

　　→西方の小中学校は廃校

　　　・町の生涯学習センターとして利用（町内向け）

　　　・小学校の教室を改造し体験宿泊施設「森の校舎　カタクリ」として整備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（町外向け）

　今後：町内の資源をネットワーク化し、「エコミュージアム」として捉える。

【主な資源】

　人的資源：かたくり会、桐の里みしまの工人たち

　歴史・文化的資源：西隆寺、旧宿場町、双体道祖神、歴史の道、歳の神、虫送り

　自然的資源：山に生い茂るヒロロ、只見川や滝谷川、桐、美坂高原

　その他：生活工芸館、交流センター「やまびこ」、生活工芸館隣のレストラン、

　　　　　森の校舎「かたくり」、町営スキー場、みしま宿

４．金山町

【経緯】

　昭和４８年：金山町で初めてスキー場がオープン

　　→スキー場がオープンしてから民宿が開設

　　→当初はＪＲ只見線や自家用車のスキー客は多かった

　　　・日帰り客が増えた

　　　　→只見線利用の客は減少、磐越自動車道の開通

　　・民宿の需要が低下

　昭和５３年：「自然教養村」事業がはじまる。

　　→都市の子どもたちに、豊かな自然、山村の生活や文化を体験してもらおう

　　　・民宿の人々がインストラクターとなり体験学習を行っている。

　平成１５年：「奥会津金山　あそびのがっこう」ＮＰＯ化

　　→民間の建築会社がＧＴに取り組み、ＮＰＯの認可を受けた。

　　　・地元のふるさと活性化

　　　・社長が代表

　　　・金山町の人や町外の人をスタッフ（インストラクター）

【主な資源】

人的資源：妖精人形作りの人々、あそびの学校、

歴史・文化的資源：沼沢湖大蛇祭り、雪祭り、廃屋、

自然的資源：果樹畑、沼沢湖、蜂

その他：こぶし館、スキー場

５．猪苗代町

【経緯】

　平成１４年：「猪苗代町グリーン・ツーリズム研究会」が発足

　平成１５年：「猪苗代町グリーン・ツーリズム推進協議会」と改称

　　→「教育リゾート」の推進

　　　・学校の教育旅行の内容としてＧＴ的なものが増えている。

　　　・かつてから受け入れをしていた

　　　・受け入れ主体は民宿

　　→「ふくしま遊学」事業（ＪＲ東日本と連携）

　　　・少人数の訪問者の受け入れ

【主な資源】

　民宿、伝保人

６．会津若松市湊地区

【経緯】

　平成　９年度：グリーン・ツーリズムモデル整備構想策定に着手

　平成１０年度：基本計画策定

　　　　　　　　湊地区、大戸地区をモデル地区に指定

　　　　　　　　・都市的な会津若松市の中で田舎的、農山村的な場所である

　　　　　　　　・休耕田の活用

　　　　　　　　・（財）都市農山漁村交流活性化機構の指導を受け始めた

　平成１１年度：体験交流メニューの具体化、実践

　　　　　　　　・「そばオーナー事業」、「あいづ四季の楽校」

　　　　　　　　・「ふくしま遊学」

　　　　　　　　・基本的に１日完結型の内容

【主な資源】

　人的資源：グリーン・ツーリズムコーディネーター

　自然的資源：田んぼと山と湖からなる景観

　その他：崎川浜の近くの小学校（廃校）、民宿
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第２章　青木ゼミが考えるグリーン・ツーリズムの定義
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１．グリーン・ツーリズムの「自然」、「文化」、「時間」

　農村の豊かな自然を五感で感じることが「自然とのふれあい」である。視覚だけでなく、風の音、木々の匂い、土の感触など、様々な自然のシグナルを全身で感じとることである。そして、自然と向き合ってきた農村の地域には、独自の伝統文化がたくさん残っている。それは、昔ながらの生活の知恵、郷土芸能、郷土料理など、そこに住む人々の生活そのものに散りばめられている。実際に農村に住む人々と交流し、生活を学ぶことによって、「観光」では味わえないオリジナルの「文化」を体感することができる。

　都市での生活と比べると、なぜか農村で過ごす時間はゆったりと流れていく。これが「農村時間」である。朝起きて、自然に囲まれた朝日を浴びること、広い空と豊かな自然と明るい太陽の下で過ごす日中、そして日が沈み、月明かりだけが夜を照らすほんとうの暗闇を知ること。太陽を感じながら生活することが都市の住民にとって、とても贅沢な時間である。グリーン・ツーリズムでは、そうしたゆったりとした「時間」が流れる。

２．グリーン・ツーリズムの「主役」と「再認識」

次に、注目したいのが、「主役」と「再認識」である。この二つは、どちらかといえば受け入れをする地域の人にとってのグリーン・ツーリズムの意義である。地域の良さを地域の人が再認識することは、自分たちの住む地域を誇りに思うことにつながる。グリーン・ツーリズムを通して、住んでいる地域の新しい魅力を見つめ直し、より一層自信をもって実践を続けられる。

普段、何気なく日常を送っていて、当たり前だったことが、外部の人間からみた時に素晴らしく魅力的に見える部分がたくさんある。多様な視点をもって、地域の新しい魅力の引き出しを増やすことができるのだ。

地域の新しい魅力とは、物質的資源だけではない。青木先生が日本型グリーン・ツーリズムの西の横綱と呼んでいる大分県安心院町の実践者、中山ミヤ子さんは、グリーン・ツーリズムをはじめることによって、自分たちの住むまちにいる素晴らしい人材の存在に気づかされたという。「グリーン・ツーリズムをしなければ、近所の素晴らしさに気づくことなく過ごしていたかもしれない。」と話している。物質的資源だけでなく、地域の優秀な人材の発掘、地域に住む人の新しい才能やアイディアを知るきっかけにもつながるのである。

そう考えると、グリーン･ツーリズムの主役は、訪れる人だけでなく活動に参加する地域の人たちも同じである。活動を通して参加者とともに実践者もまた、誇りや楽しさや気づきを得られる活動であるから「誰にでもスポットがあたる」のだ。立場も職業も住む場所も、老若男女も関係なく誰でも関わることができる。世代を超えた交流、特にお年寄りとの交流を求める声は、都市の学生からも出てきており、東洋大学で実施したアンケートの結果がそれを示している。とくに都市では、近年著しく核家族化が進み、祖父母と同居する家庭は減少している。それだけ、お年寄りと会話をする機会が少なくなっている。農村で元気に働く高齢者の話を聞いてみたいという要望があるのだろう。このように、誰もが主役になれ活躍の場が広がっていく。グリーン・ツーリズムは地域から優秀な逸材を発掘する良い舞台となっているのである。

３．グリーン・ツーリズムの「交流」と「発見」

「今までしたことがないことがしたい」というのは都市の住民が農村に来る目的のひとつである。都会の生活から離れて、新しい体験や生活を経験することによって自分の内面性を深めたり、新しい引き出しを見つけ出したいと考えている。これが「発見」である。

第１の発見は、都市の住民から見た農村のありのままの生活の姿である。都会の暮らしと時間の流れ方や環境が異なり、農村の自然と共生する新しい生活スタイルを知る。

第２の発見は、自分自身や価値観、人間的側面に対する発見である。東洋大学生へのアンケートでも、農村で自分自身を見つめなおして、新しい発見がしたいという答えが数多くあった。今の住んでいる環境と異なる場所に行くことで、自分と向き合い、考え方や価値観を見つめ直す貴重な時間となる。

「交流」はグリーン・ツーリズムの最大の特徴でもある。だが、農村に訪れる場合の当初の目的は、農村の自然を楽しむことであったり、体験をすることや観光地を訪れることであったりすることが多い。何かのきっかけがあって地域に住む人との交流がさかんになると、グリーン・ツーリズムの目的が人的交流へと変化していく。一過性の観光から永続的な友人づくりへ交流の質が変わる。

４．グリーン・ツーリズムの「ＫＹＯＵＳＥＩ」

「ＫＹＯＵＳＥＩ」（共生・協生・共盛）とは、都市と農村が共に生き、協力して生き、共に盛り上がること、この全てを含めた意味である。都市と農村がパートナーシップを深めて、共に盛り上がって歩んで行けるようなライフスタイルを提案し、実現していくことがグリーン・ツーリズムの社会的意義ではないだろうか。農山村の豊かな自然や農は、農村の人々だけでなく、都市の住民にとっても財産であり、恵みである。その自然を共有し、真の豊かな暮らし、クオリティオブライフを実現すること。都市と農村の「交流」による歩みよりがそれを実現させる1歩だと考える。

　現在では、環境問題に対する関心やスローライフ、スローフードなど、現在社会の慌しい生活を見なおそうとする動きが出てきている。グリーン・ツーリズムを通して、農村のゆったりとした空間の中で、自然とともに歩んできた農村の人々の暮らし、そして「生き方」を学ぶ。都市の人々は、農村の人々や生活、自然、文化に非常に高い関心を寄せている。いっぽうで、農村では、高齢化や過疎化、農業の後継者不足など深刻な課題を抱えている。

都市と農村が互いに助け合い、対等な関係で生きていくことが共生、「互助」の関係ともいえる協力しあうことが「協生」、グリーン・ツーリズム班が考える「ＫＹＯＵＳＥＩ」の３つ目の解釈である「共盛」は、都市の住民と農村の人々が、共に盛り上がっていくことである。都市だけが発展し、一方的に盛り上がるのではなく、農村地域の振興や発展にもつながっていく「ＫＹＯＵＳＥＩ」である。「農村で自分自身をじっくり見つめ直したい」という都市の学生がいる。「都市の人々に農業の大切さを伝えたい」と考える農家がいる。その想いをつなぎとめていくことが今回のモニターツアーで少しでも実現できればよいと思う。

第３章　青木ゼミの活動経緯（平成１５年度）

岐阜県朝日村についての研究

· グリーン・ツーリズムの計画を班で行う前に岐阜県朝日村のグリーン・ツーリズムの体験内容についての改善点、問題点について話し合う。

グリーン･ツーリズム論の定義づけ

· 計画中のグリーン・ツーリズムに活かすため、自分達の考えるグリーン・ツーリズム概念、在り方などについて話し合い、班全体としてのグリーン・ツーリズム論をまとめる。

· 個々が思い描いているグリーン・ツーリズムのイメージを元にした関連性のあるフレーズを提示していき重要になる７つのキーワードを導く
· 班の考えるグリーン・ツーリズムのサブタイトルをまとめる。(→五感で感じるクオリティオブライフ)
· 観光との性質の違いについて具体的に比較検討。

· ７つのキーワードに即して考えより明確にする。
グリーン・ツーリズムの計画

· 大学生を対象とする事を決定。

· 「大学生」「グリーン・ツーリズム」の個々から考えられるフレーズの話し合いによりキーワードをだす。

· 場所を会津地方とし広域的グリーン・ツーリズムを選定。

大学生対象に農村・田舎に対する意識調査実施
· 班員の板倉校舎での個別調査に班の意向を取り入れて貰い合同で調査。

· 並行し行っていたモニターツアー企画での日程決め。内容を大まかに「ワーキングホリデー形式」と「ツアー形式」に分ける。

現地調査実施

· 会津坂下町、会津高田町、金山町を調査して回る。

· 関係者の方々とグリーン･ツーリズムに対するグループワーク等。

引き続きモニターツアーの計画

· モニターツアー参加対象者として青木教授が担当している環境社会学受講生を選ぶ。
· 同時に対象者にモニターツアーのPR
· 事後アンケートの質問項目の検討。(班員も10.11月にツアー参加)


第一回モニターツアー実施（10/11～10/13）

· 体験中心のモニターツアーを実施

· 10月にモニターツアーに同行した班員は、報告書作成。

· 11月に行うモニターツアーの事後アンケートの作成。

第二回モニターツアー（ワーキングホリデー）実施（10/31～11/3）

· ５つのコースを用意。それぞれの場所にあったGTを目指す。

· 同行者の活動報告をゼミ中に行う。

交流会の企画実施

· モニターツアー実施後の意識変化についての聞き取り調査を含むモニター同士、班員との交流深化の為の交流会の企画実施

報告書制作

· この時点におけるモニターツアーの全体としての反省点・気がついた事のまとめ。

· モニターツアーのPR法における反省点を出し問題点の洗い出し行う。

· 受け入れ側に対するアンケート作成・実施。

· 農山村体験ツアーに関する意識調査(H15．7/18)の集計・分析の深化の為単純集計からクロス集計の実施。

· 反省点をもとに今後の会津グリーン・ツーリズムに対する意見をまとめる。

現地報告会実施（3/10）

・　青木ゼミ、モニターツアー参加者、青木先生からの報告

第４章　農村での余暇活動に関する意識調査

１．調査概要とまとめかたについて

東洋大学社会学部青木ゼミのグリーン・ツーリズム班は７月に、東洋大学の学生を対象とした「農山村体験ツアーに関する意識調査」を実施した。調査実施日や回答率等は以下に示してある。

　この調査を踏まえて、モニターツアーの企画を行った。

　また、調査結果より以下の３点についての分析を試みた。

　（１）学生の生活形態に見る農村民泊の意識

　（２）グリーン・ツーリズムにおける人との関わり意識の変化

　（３）若者が農山村に求めるもの

　「農泊」、人との関わり、若者の考え、これらはいずれも、これからのグリーン・ツーリズムを考えていく上で欠かすことのできない要素である。

　アンケートの内容、および単純集計結果については巻末に資料として掲載している。

２．調査の目的
平成１５年秋に実施予定の、会津若松地方におけるグリーン・ツーリズムモニターツアーの企画の参考とすべく調査を行う。同時に、大学生の都市や農村・田舎に対するイメージについても調べる。 
３．調査項目
（１）グリーン・ツーリズムをしてみたい理由としたくない理由
（２）都市と農村に対するイメージ
（３）グリーン・ツーリズム経験
（４）モニターツアーの実施方法
（５）農泊に対する意識
（６）体験メニュー
（７）会津に対するイメージ 

４．調査対象
（１）母集団 ：モニターツアー対象となる東洋大学社会学部の「環境社会学（担当：青木辰司教授）」

　　の受講生

（２）標本数 ： 約３５０人
（３）抽出法 ： アンケート実施当日の出席者に対する全数調査 

調査時期 　平成１５年７月１８日 

調査方法 　調査票を配布し、当日回収。 

回収結果
有効回収数（率）　 ２６９人（７６．９％） 

５．調査結果

（１）学生の生活形態に見る「農泊」意識の違い

表４－１（四捨五入の関係で割合の合計は100にならない）
	
	自宅
	一人暮らし
	合計

	農家の暮らしを体験したい
	61(28.5%)
	22(25.9%)
	83(27.8%)

	人があたたかそう
	37(17.3%)
	16(18.8%)
	53(17.7%)

	経験したことがない
	52(24.3%)
	10(11.8%)
	62(20.7%)

	郷土料理が食べられそう
	25(11.7%)
	18(21.8%)
	43(14.4%)

	密接した家族付き合いや人間関係を築きたい
	21(9.8%)
	11(12.9%)
	32(10.7%)

	安そう
	8(3.7%)
	6(7.1%)
	14(4.7%)

	田舎がない
	10(4.7%)
	2(2.4%)
	12(4.0%)

	合計
	214(100%)
	85(100.7%)
	299(103.5%)


これは、生活形態とQ９－１「Q９で農泊をしてみたいと答えた人のしてみたい理由」のクロス集計である。農泊をしてみたいと答えた人は269人中149人、したくない人は35人、どちらともいえない人は85人である。一人暮らしは地方出身者が多く、田舎暮らしや農泊に関する興味はないと考えていた。しかし、生活形態によって「農泊」の経験の差はあっても、「農泊」をしたいかということに関しては、あまり差はない。つまり、学生にとって、「田舎がある」、「地方出身者」ということで、「農泊」への興味があるかないかをわけることはできない。3分の1が「農泊」をしたいと思っていることから、学生を対象とした場合、広範囲に「農泊」の魅力を訴えることができるだろう。

自宅の人は、「農家の暮らしを体験したい」、「経験したことがない」という理由が多く、「農泊」という宿泊形態に興味をもっている。一方、一人暮らしは、「農家の暮らしを体験したい」の他にわずかではあるが、「人があたたかそう」、「郷土料理が食べられそう」という理由が多い。これは、実家での経験における「田舎暮らし」の評価であると言える。つまり、はじめは興味で「農泊」した人が、もう一度したいと思うのは、「人のあたたかさ」や「都会では味わえない味覚がある」という魅力であると言うことができるだろう。

（２）グリーン・ツーリズムにおける人との関わり意識の変化

	質問内容
	選 択 肢
	度数および割合

	
	
	実施前
	実施後

	Q1-1農山村で余暇活動を

してみたい理由
	人々とふれあいたいから
	62(34.3%)
	8(80%)

	Q2-1農山村に対する

良いイメージ
	人が親切でやさしい
	113(42.0%)
	6(60%)

	
	人との温かいふれあい
	114(42.4%)
	9(90%)

	Q9-1「農泊」をしてみたい理由
	人があたたかそうだから
	56(38.4%)
	5(50%)

	Ｑ10「農泊」で期待するもの
	人や家族とのあたたかい交流
	140(52.0%)
	8(80%)


表４－２

　 モニターツアー実施前

　●　グリーン・ツーリズムに対して、人々との交流を求める意識は低い。

　●　人間関係が希薄化している都会だから？

　●　幅広い人間関係に慣れていない。


　 モニターツアー実施後

　●　グリーン・ツーリズムに対して、人々との交流を求める意識が高くなった。

　●　実際に幅広い年代の人と交流を持つことにより、人々の温かさを実感した。

　●　「また行きたい」という声

　●　グリーン・ツーリズムを通した意識の変化が生じた。


　★　人々との交流の大切さを示している。
　 考えられるメニュー例

　●　農泊　　　●　ワーキングホリデー

　●　大俵（福俵）作りを何日か掛けて、一緒にやる。

　★　１日完結型よりも宿泊を絡めた中長期的な期間での交流。

　　　様々な人々と関われることが望ましい。（集落ぐるみの受け入れ、祭への参加）

（３）若者が農山村に求めるもの

ここでは問１４の自由回答を中心に、大学生の農山村に求めることを分析していきたいと思う。アンケートでは農村の余暇活動をしてみたいと答えた人が１８１人、したくないと答えた人が２８人、どちらとも言えないと答えた人が６０人いた。回答者の約２／３が農村で余暇活動をしてみたいと考えており、逆にしたくないと考えている人は全体の一割程度である。これは、大学生の余暇活動に対する興味やニーズがあることを示している。
　問４では、「これまで農山村の中で余暇活動を経験したことがありますか」という質問に対し、あると答えた人が１５２人、ないと答えた人が１１３人いた。傾向としては、余暇活動の経験があると答えた人のほうが、余暇活動をしてみたいと答えている割合が高く、農村での余暇活動の経験の有無によって、余暇活動への関心が異なることがわかる。

　また、「自分にとっての『田舎が』ない」と答えた人が５３人おり、全体の約２割を占めている。


　

表４－3はアンケートの問１４に対する自由回答の主な内容である。自由回答に書かれている内容を分類した結果である。一番多かった回答が①の「癒し、のんびり、ゆったりした時間」で②と③はほぼ同数。④の「都会（普段の生活）では体験できないことがしたい」には、「今まで体験したことがないことがしたい」も含まれている。「今までしたことのない体験」を農村で経験することによって、結果的に⑤、⑥のように自分自身を見つめ直し、学びを得ることにつながっていると考えられる。

特徴的な回答だったのが、⑤と⑥の回答である。⑤では、農村の自然と共生する生き方やライフスタイルを学びたいという声が多かった。「生きるために必要なこと」や「都会にあって気づかなかったもの」、「本当に充実した生活とは何か」を農村で発見したいと答えている。農山村の生活から新しい学びを得ることは、同時に⑥のように自分自身や自身の生活、自分の将来について見つめ直すことになる。今の生活と農村の生活の違いを感じとり、新たな価値観で何が正しいのか、何が大切なものなのかをもう一度考え直すことだ。　

　大学生が農山村に求めることの回答に、第１章、第３節でとりあげたグリーン・ツーリズムの「交流」、「時間」、「自然」、「発見」、「文化」の要素が含まれている。大学生の農山村への想いから、グリーン・ツーリズムに対する潜在的なニーズがあると考えられる。

図４－５　大学生は農山村に何を求めているのか


　

自由回答には、「新しい発見や学びを得たい」という内容の回答が寄せられ、自然の豊かな場所に行き、ただ体験をするだけではなく、自然と共存する農家の暮らしや生活から「人間が生きるということ」を学びたいという声があった。普段と違う農村での生活をありのまま経験することが、自身を見つめ直し、生活を考え直すきっかけにつながると考えている。

第5章 東洋大生によるモニターツアーの実施
第１節　モニターツアーの企画と募集

１．モニターツアーの企画内容

　当初の計画では予算上の問題があり、都市の人をモニターになってもらい日帰りで行うものであった。しかし、最初の小さな一歩が後々には大きな価値を持つようになる。その点で、最初が重要である。もちろん日帰りのＧＴもある。日帰りが良くないわけではない。そうはいっても、東京から会津まで来て日帰りするのでは中身が薄い。宿泊を絡めて中長期的に滞在してもらってこそ会津ＧＴを味わえるものであろう。したがって、会津に出来るだけ長く滞在するプログラムとした。具体的には以下の点がポイントである。
（１）実施市町村（企画段階）

　Ａ．体験中心のモニターツアー（１０月）

　　　金山町、会津坂下町、三島町

　Ｂ．ワーキングホリデー（１１月）

　　　金山町、会津高田町、会津坂下町

（２）　内容（企画段階）
　Ａ．金山町（１０月）

　　　・民宿に宿泊し、自然体験

　Ｂ．会津坂下町（１０月）

　　　・川遊び、農泊、歴史の道を歩く、郷土料理を知る

　Ｃ．三島町

　　　・学校への宿泊を通しての交流　　・自然の素材からものを作り出す

　Ｄ．金山町（１１月・ワーキングホリデー）

　　　・原木きのこ園の木小屋づくり

　Ｅ．会津高田町（ワーキングホリデー）

　　　・農家の蔵再生

　Ｆ．会津坂下町（ワーキングホリデー）

　　　・農作業

２．モニター対象者の選定

（１）モニターは大学生

　・青木ゼミが関わっているため

　・大学生に好まれるメニューの模索・検討

　・ワーキングホリデーに適している

（２）大学生の中でも主に、東洋大学社会学部「環境社会学」受講生を対象

　・青木先生が担当している講義

　・ＧＴに関心がある人がいる。

３．モニターツアーの募集概要

（1） 企画内容を説明した資料配布および参考写真、青木先生による説明

※募集要項は資料編で添付

（２）募集時期　９月下旬～実施前
（４）申込方法　Ｅメールを利用し、青木先生へ申し込む。

（５）募集人数
	
	男性
	女性

	１０月

（金山町・会津坂下町）
	４人

又は２人
	２人

又は４人

	１０月

（会津坂下町・三島町）
	２人

又は４人
	４人

又は２人

	１１月（金山町）
	２人
	２人

	１１月（会津高田町）
	２人
	２人

	１１月（会津坂下町）
	２人
	２人


（６）申込人数

	
	男性
	女性

	１０月

（金山町・会津坂下町）
	１人
	０人

	１０月

（会津坂下町・三島町）
	０人
	０人

	１１月（金山町）
	２人
	２人

	１１月（会津高田町）
	０人
	２人

	１１月（会津坂下町）
	２人
	２人


４．モニターツアー募集の問題点と課題


→以上の理由から申込者数が募集人数以下となったと考えられる。

第２節　１０月モニターツアーの実績報告

１．１０月モニターツアーの概要

（１）参加人数

　 男性　女性

　 ４人　１人　※うち、青木ゼミ学生は男性３人、女性１人


（２）スケジュール

	１０月１１日
	早朝

昼

午後

夜間
	ＪＲ新宿駅集合。ＪＲ線にて会津若松へ。

（新宿駅－会津若松駅－七日町駅）

七日町駅の「駅カフェ」に到着。昼食、七日町の散策。

七日町駅より只見線にて会津坂下駅・会津坂本駅へ移動。

（２班に分かれる）

各班で交流活動（味噌作り、原木きのこ見学、のんびり等）。

農泊（夕食を含む）。

	１０月１２日
	午前

昼

午後

夜間
	（２班合流）会津坂下町で陶芸体験。

昼食（会津坂下町の方と共に町内の喫茶店で）

只見線にて会津西方駅へ移動。

三島町「森の校舎　カタクリ」に到着。

畑で夕食の野菜を収穫。西方地区の散策。

「カタクリ」にて夕食。

体育館やロビーでレクリエーション。

	１０月１３日
	午前

昼

午後
	ものづくり素材見学

生活工芸館でヒロロコースター製作

三島町交流センター「山びこ」にて昼食（会津地鶏、会津そば）

会津西方駅より会津若松駅を経由してＪＲ新宿駅へ。


（３）受け入れていただいた方

会津坂下町：藤田成子さん、目黒正博さん、菅敬浩さん

三島町：「カタクリ」会、ものづくりインスタラクター

（４）活動内容

会津坂下町：味噌づくり、原木きのこ園の見学、ＳＬを見る、犬の散歩、温泉、

　　　　　　　　　食事準備、陶芸

三島町：野菜の収穫、西方地区散策、ヒロロ見学、桐たんすの材料見学、

　　　　　　　ヒロロコースターづくり

※詳しい内容については資料編４の日記や新聞に書かれている

２．１０月モニターアンケート

（１）アンケート調査の対象者

· 参加者5人中、解答者4人。

· ゼミ生以外の参加者が集まらなかったために、本来意図していたアンケート調査とは少し変わってしまったかも。

· 書き込みが少ない。これではモニターツアーの意味が薄れるのではないか？このツアーに何を求めるのかをはっきりさせ、それを達成するようにすべき。

（２）アンケートの回答

１．今までの会津への訪問経験と印象
　　　　ある　
３人（全員ゼミ生）

　　　　ない
１人
　　　　場所
会津若松・七日町・会津坂下町・会津高田町・金山町

　　　　印象
田んぼが多くて温かみがありそうな印象
２．現時点での会津坂下町、三島町の印象
　会津坂下町：女性が特に元気がいい印象。

車通りも多く、思ったよりも発展している感じ。

田んぼ町

人が温かい。


　　　自分にとって第二のふるさと

　会津三島町：本当にのんびりとした田舎。


　　　人が温かい。


　　　自然豊かな町


　　　昔ながらの伝統家屋がたくさん残っていて、歴史を感じる町

　カタクリや工芸館、やまびこなどのハードがしっかりしていて、魅力的なバランスかなと思います。

　山間なので、道が複雑になっているところや坂が逆に趣を感じる。

３．３日間で印象に残った人とその理由
　　藤田さんの奥さん（こだわりのインテリア、話が面白い）

　　目黒さん（夜中のドライブが楽しかった）

　　菅さん（強烈なキャラクター性、面白い）

　　五ノ井さん（「カタクリ」で色々とお世話してくださった）

　　三日目に三島を案内してくれた人（ちょっと意地悪そうなキャラクターが印象深い）

４．今後もグリーン・ツーリズムをしてみたいか
　　はい（４人）

　　いいえ（０人）
５．もう１度、会津坂下町や三島町を訪問してみたいか
　　はい（４人）

　　いいえ（０人）

６－１　会津若松までの往復の交通について
　○前回利用した東武と比べるとリクライニングがとっても快適。

○乗り換えしない事

○指定席なのもいい。

○トランプをしたり、お話をしたりして楽しかった

○「猪苗代湖が見えます」等の案内放送がよかった。

×でも乗っている時間は長いですよね。

→乗っている時間は長いが、工夫次第。（トランプを楽しむ）

→朝の集合時間は電車一本余裕ができるような時間に設定したほうがいいかもしれません。

６－２　会津での移動に利用したＪＲ只見線について
　　○周りの景色がよかった。

　　○電車がゆっくり動いて心地よかったです。心地よさのあまりずっと眠ていました。

　　○途中、山やトンネルを抜けて進んでいくので、山の奥地をすすんでいる感じが旅の演出としてよいと思います。

　　×運行本数が少ない。

　　×事前の準備不足で予定の電車に乗り遅れてしまった。
６－３　会津坂下町の農泊について（やったことも記入してください）
　＜目黒麹店の場合＞

　　　味噌作り

○身近な食品なので、興味津々でした。初めての経験なのでよかったです。

→配送料・お味噌代を含めて宿泊費5000円としてもらったんですが、それは別料金とするべきだったのかもしれません。これでは赤字ではないかと思います。でも会津の人たちはとてもやさしいので取りづらいのかもしれません。何か基準があるといいかもしれない。

　　　観光地めぐり（立木観音、しおりの湯、春日八郎記念館）

　　　　→私たちの世代は春日八郎を知らないので若い人向きではないかもしれません。

　　　夕食

　　　　○郷土料理が食べたいと言ったら、こずゆ・馬刺し・ニシンの山椒漬け・天ぷらとご馳走を用意してもらいました。

　　　　→だけど、本来特別な時にしか食べないこずゆをこんな形で頂いていいのか？ちょっと悪い気がします。

　　　　×食べきれませんでした。残して悪い気がする。

　　　お孫さんとじゃれる

　　　　○子供がかわいかった(笑)。すいません、意見になってませんね。ですが、宿泊先の子供と交流するのはなかなかいいと思います。G.T.に行く人は是非積極的に交流してほしい。

　　　夜のドライブ（鶴ヶ城、峠攻め、夜景）

　　　　○初めての体験で楽しかったです。G.T.とは少し違う気もしますが、でも宿泊先の個性が出るG.T.ならではの体験だったと思います。

　　　　○会津の夜景もなかなか綺麗だった。

　　　　×酔ってしまいました。

　＜藤田さん宅の場合＞

　　　知り合いの方の柿を頂き、柿の話で盛り上がる。

　　　近所の方のシイタケ栽培場に行き、説明をして頂く。

　　　　×栽培場では説明だけではインパクトは弱い。

　　　　→もっと五感に訴えた方がいい（ex原木を持ってみる、原木を栽培用に組んでみる。使用済みの木で火おこし。その火でしいたけを調理して食べる。）

　　　犬の散歩

　　　温泉

　　　○お宅が素敵、女性にはたまらないこだわりのインテリア

　６－４　会津坂下町での歩こう会について
　　→中止です。雨で予定を変更しなければならないのは本当に大変ですね。代わりのプログラムを用意してもらった菅さんを初め、鈴木さん、吉良さんに感謝です。

　　×雨の日の代替スケジュールを用意していなかった。

　　○雨の為予定が狂ったにもかかわらず会津坂下町の様々な方に協力してもらって当日で何とかなった。

６－５　歩こう会の代わりに陶芸について。
　　○スナフキン作りはとても楽しかった。真剣になれました。

　　×スナフキン作りは普通はやらないと言っていたが、楽しかったので是非やってもらいたい。

○ろくろは難しいが楽しかった。吉良さんや、鈴木さんたちが見ている前だったんですが、みんなが見て騒いでいるのも楽しかった。他の人の作品を見てはしゃいでいるのも面白い。

　　×でも難しいので最初に見本を見たかった。

　　○初めてろくろを体験しました。スナフキンも作れて大満足です。

　６－６　三島町での活動内容について
　収穫

　　　○実際自分たちでとってくると食に対する愛着が全然違います。残す気になんかなれません。特に私のような農作物のでき方、というより自然の農作物そのものを見た事の無い人には新鮮な体験です。

　　　×夕食の分だけだったので当たり前ですが、取れる量が少ないです。もう少しとって体験したかった。人数が多すぎるともっと体験できなくなるかも。

　　三島散策（1日目）

　　　○案内人がついてくれたのがとてもよかった。とてもいい町でしたが、もし自分たちだけで歩いていたらそのいいところには気づく事は無かったと思います。地元の案内人が細かに説明をしてくれたのでとても楽しい散策になりました。

　　　○風景がいい。元宿場町という事もあり散策にとても向いているところだと思いま

す。

　　　○西隆寺の雰囲気がすばらしい。仏教と自然と芸術が見事に調和していて、画になになります。また必ず来ようと思った場所でした。

　　　○偶然に出会った町のおじさん達が私たちに作物の説明や、さるなしを食べさせてくれたのも嬉しかった。宿泊先がというより、町全体でアットホームに迎え入れてもらった気がする。

　　　○マチを散歩できたのが良かったです。

　　　→散策マップ・宝探しマップみたいなものがあるととてもいい場所だと思います。

　　材料探し

　　　○普段自然に対して目を向ける事が無いので、自然を再認識するきっかけになりました。

　　　○町役場の人が三島町にある自然や食材を説明してくれてなるほどと感心しました。

　　生活工芸館

　　　○こちらの雰囲気がいい。もっと時間を作って長い間いられるようにしたほうがよかった。

　　　○ぞうりを改造して作られたスリッパがいい。思わずはだしになって履きました。

　　　→こんなすばらしいところがあるなんて!!と思うほどよかったです。多くの人にきてもらうのがよいこととは限りませんが、もっと宣伝してもいいところだと思います。

　　ヒロロコースター作り

　　　○なわない楽しいです。

　　　○コースター作りもたのしかった！

　　　○インストラクターの手助けで何とか完成したが、そこまでの上手にできない過程が面白かった。

　　　×なかなか出来ない人が出てきたので時間がもっとあった方がいいかも。

　　やまびこのそば屋

　　　○そばうますぎ。地鶏丼もうますぎ。必ずまた行きます。

　６－７　三島町で宿泊した「カタクリ」について
　　○なつかしさが良かったです。

○学校の宿舎ほとんどそのままなのがいい!!

　　→ただ、トイレは使いづらいかも。扉開けると外から見えちゃいそうですし。トイレの入り口に暖簾をつけるといいと思います。

　　○体育館が使えるのがいい!!バスケットゴールが故障で降りてこなかったのですが。

○特に体育館でのバレーはとても楽しかった！！

　６－８　今回の参加料金について
　　安い（４）

　　※モニター生は9800円。ゼミ生は5000円也

　６－９　２泊３日という期間について
　　短い。（４）

　　もう少し長く泊まりたかった。

　６－１０　モニターツアーの募集の仕方について
　　告知時期

　　　×やはり遅すぎたと思います。（４）

→次回は夏休みあたりにやったほうがいい。

　　あなたが欲しかった事前情報

　　　→特になし。

　　案内資料

　　　→日程表の事ですか？わかりやすかったと思います。

　　　→泊まるお家の住所や家族情報欲しかった。

→募集する時には写真を見せた方が良い。

　　申し込み方法

　　　→メールだけじゃなくて、ホムペを作ってそこに説明を書き、そこからも申し込めるようにするとなおいいと思います。

　　　→申し込み方法は電話でも良かったのでは。

　　その他

　　　→遅刻防止のために２本以上前の電車に乗ってきてもらうようにしたほうがいいかも

　　　→ただ、１つの町が１泊ずつであったので、印象に残りにくいものであったかもしれない。１つの所に２泊以上する、つまりは、そこに１日中いる日がある、ということが大切であるということを実感した。

第3節 １１月モニターツアー実績報告

１．11月モニターツアーの概要

（１）参加者数

	
	男性
	女性

	１１月（金山町）
	２人
	２人

	１１月（会津高田町）
	０人
	２人

	１１月（会津坂下町）
	２人
	１人


※青木ゼミの学生は含まず

（２）金山町コース
①スケジュール

	１０月３１日
	朝

昼

午後

夜間
	浅草駅集合。東武線にて会津若松へ。

（浅草駅－会津田島駅－七日町駅）

七日町駅の「駅カフェ」到着。昼食、七日町の散策。

七日町駅より只見線にて会津川口駅へ移動。

金山町内めぐり。教育村会館到着。

教育村会館泊。

スケジュール・作業内容の確認。

夕食、フリータイム。

	１１月１日
	午前

昼

午後

夜間
	作業現場にてミーティング。小屋づくり。

現場にて昼食。

小屋づくり。

教育村会館泊。夕食、フリータイム。

	１１月２日
	午前

午後

夜間
	作業現場にてミーティング。小屋づくり。

建前式。交流バーベキュー。森林散策。きのこ狩り。

見えるが丘ハイク。

教育村会館泊。夕食、フリータイム。

	１１月３日
	午前

昼

午後
	会津川口駅より只見線にて会津若松駅へ移動。

鶴ヶ城見学。

七日町駅併設の「駅カフェ」に到着。昼食。

七日町駅より東武線にて浅草駅へ。


②金山町で受け入れていただいた方々
　ＮＰＯ法人「奥会津かねやま　あそびの学校」

③活動内容
　原木きのこ園の木小屋づくり、バーベキュー、ハイキング

　鶴ヶ城見学

（３）会津高田町コース

①スケジュール

	１０月３１日
	朝

昼

午後

夜間
	浅草駅集合。東武線にて会津若松へ。

（浅草駅－会津田島駅－七日町駅）

七日町駅併設の「駅カフェ」到着。昼食、七日町の散策。

七日町駅より只見線にて会津高田駅へ移動。

会津高田駅より旭寺入地区へ移動。

畑にて野菜の収穫。

農泊。

	１１月１日
	朝

午前

昼

午後

夜間
	庭掃除。朝食。

庭掃除。

農泊先で昼食。

農泊先の家族と共に買い物。庭掃除。旭寺入地区散策。

そば打ち。農泊。

	１１月２日
	午前

午後

夜間
	大内宿見学。

会津高田町の文化祭にて地元の人々と交流。

郷土料理づくり。農泊。

	１１月３日
	午前

昼

午後
	農産物直売所で準備の手伝い。

伊佐須美神社参拝。

昼食後、会津高田町を出発。

七日町駅併設の「駅カフェ」に到着。昼食。

七日町駅より東武線にて浅草駅へ。


②受け入れていただいた方々

　　元木喬さん、重巣邦栄さん

③活動内容

　野菜の収穫、庭掃除、そば打ち、文化祭見学（交流）、大内宿見学、伊佐須美神社参拝
（４）会津坂下町コース
①スケジュール

	１０月３１日
	朝

昼

午後

夜間
	浅草駅集合。東武線にて会津若松へ。

（浅草駅－会津田島駅－七日町駅）

七日町駅併設の「駅カフェ」到着。昼食、七日町の散策。

七日町駅より只見線にて会津坂下駅へ移動。

広瀬小学校体育館にて民話を聞く。

（２つの班に分かれる）

それぞれ受け入れ農家に到着。

農泊。

	１１月１日
	日中

夜間
	農作業。（果樹収穫、花卉の収穫）

農泊。

	１１月２日
	午前

昼

午後

夜間
	花卉の出荷作業、直売所での販売手伝い。

会津坂下町産業文化祭見学、押し花づくり。

町内のラーメン店で昼食。

休息。わら移動。牛舎掃除。

会津坂下町ＧＴ促進委員会のメンバーと交流会

	１１月３日
	午前

昼

午後
	（２班合流）

産業文化祭でリンゴ販売の手伝い。陶芸体験。

七日町駅併設の「駅カフェ」に到着。昼食。

七日町駅より東武線にて浅草駅へ。


②受け入れていただいた方

　林辺敬一さん、渡部吉弘さん

③活動内容

　会津の言葉で会津の民話を聞く、農作業（果樹収穫、花卉収穫・剪定）、

　文化祭見学（交流）、ドライブ、陶芸

２．１１月モニターアンケート

（１）今回のアンケート調査について
· 参加者13人（うちゼミ生4人）中、解答者1１人。ただし、一部分モニター用の質問の為１人解答不可。そのため、解答者数が10名の項目がある。

· １人を除いて全員が詳しく、しっかりと解答してくれた。アンケート提出までの期間が短く（４日～５日）その辺りが負担だったのかもしれない。いずれにせよ、彼には再提出を求めるべき。提出の際にその辺りの基準を作っておくべきだったのか？検討が必要。

· 個人的な旅としての感想だけでなく、中には今後の会津の為には何が必要かを考えてくれた人、ゼミ生の活動を客観的に評価し、これからの活動への意見を出してくれた人もいた。

· 主催側の不備を指摘し、わざわざ忌憚のない意見を出してくれた人もいた。この意見を大切にして、われわれの活動をしっかりと反省・評価・分析、課題発見、解決策提案につなげるべき。またそれらをモニター生に必ず公開すべき。それが返礼であり、けじめであると考える。

（2） アンケートの回答

１．モニターツアーの参加動機
・脱都会、脱日常(４)

→自然を感じない都会に嫌気がさした。都会が嫌いで自然が好き。都会しか知らないので、田舎を知りに行きたかった。日常とは違った生活をおくるのが好き。
· 地元の人との交流(３)

→地元の人たちと触れ合う経験をまたしたかったから。リゾートバイトで地元の人との楽しく、面白かった体験から。見知らぬ土地の地元の人々と触れ合いたかった。
・農村生活を送りたかった(２)

　　→本格的な農業を体験したかった。触れた事のない農村の生活を実際に経験してみたかった。
・自分を探しに（変えたい）（２）
・思い出作り
・環境社会学の授業の実践的活動として。
・疲れた心身をリフレッシュしに。
・せっかくの機会だから。
・自分たちが建てた小屋に名前を残す事ができるから。
・価格と日程が都合に合ったから。
２．モニターツアーの募集について
①募集の告知時期
　(１)早い

０
　(２)ちょうどよい
６
　(３)遅い

４
②希望の告知時期
　1ヶ月前

４
　1.5ヶ月前
２（Because１ヶ月前にバイトのシフトを出す人に配慮して）
　2ヶ月前

２
　できるだけ早く
２
③Ｅメールでの申し込みは気軽にだったかどうか、その理由
(１)はい

７
　(２)いいえ
１
　(３)？

２（ゼミ生の為、直接応募）
理由
(１)場所にしばられない。３(ex家からできる。他大生でもやりやすい)

時間にしばられない。２（ex気が変わらないうちにできた）
(２)絶対参加したかったので応募動機のレポートを書くのが緊張した
　　　そのほかの意見
・ホームページからの応募があってもいい(２)

　　　　・先生からの返信が早くて、安心しました。
　　　　・字数制限はちょうど良かった。
　　　　・書類提出

　④案内資料に載せてほしい情報
· 過去の実績
· 会津の概要（人口、近年の過疎について）
· お世話になる方の情報（住所、名前、紹介、人数など。人数を把握できたら手紙などの事前準備ができる。）
· 宿泊場所に関する具体的な情報。
· 受け入れ先しだいとはいえ内容が薄い。
· もっと詳しいスケジュール（持って行った服をほとんど着る事無く終わってしまった）
· 絵を使ったらよい。
· 案内を紙に頼らない。
→会津の人やグリーンツーリズムに参加した人が直接話しに来る。
→ホームページなどを公開してそこに情報を載せる。
⑤モニターツアーの募集についての意見
· 連絡用E-mail(携帯)に当選の連絡が来ず、PCに来たのは失敗。危うく見落としそうになった、また実際に見落とした人もいた。(４)

· 申込締め切りまでの期間が短い。せめて一週間は欲しい。(２)

· モニターツアーの位置づけを知らせていなかった。
· モニターツアーのリスクを知らせてなかった。
· 呼びかけが足らない。
· 他の地域（町）にもいけたら嬉しい。
３．出発地～会津・七日町までの４時間半の感想
　（１）長かった
９
　（２）短かった
１
　（３）どちらでもない
０
　　感想
　　　・紅葉は綺麗だった。(６)

　　　・行きはまだ元気があるが帰りはきつい(２)

　　　・話し相手がいると結構暇がつぶれる
　　　・紅葉が綺麗だったので時間が長い事を全然気にしなかった。
　　　・混み過ぎ、10月のようにトランプ等を気軽にできなかったのが残念。
４．会津・七日町から利用した只見線の感想
　　・景色がきれい。見晴らしがよい(５）
　　・ゆっくりした動きが楽しい、うける(２) 

　　・本数が少ないので不便。(２)

・地元の人と話す機会があった。地元の雰囲気を感じられてよかった。
　　・景色が綺麗だが電車自体がどうということはない。
　　・無人駅、運行間隔の広さ、2両だけの電車が新鮮だった。よかった。
　　・遅いので不便。
　　　
５．ワーキングホリデーについて
　①ワーキングの内容
　　坂下町：里芋の根っことり、子供と遊ぶ、わらの片付け、花摘み、キク芋掘り、G.T.コーディネーターと会合、りんご販売、ろくろ体験、小屋掃除、柿の収穫。
　　高田町：インゲン収穫、グリンピースの種まき、たまねぎ植え、そば打ち、餅つき、柿・大根・ホウレン草・カブ・きゅうり・トマト取り（出荷用ではなく自給用のため数は少ない。）文化祭・神社・炭焼小屋見学。お抹茶体験、郷土料理作り、庭掃除、即売会の準備、温泉、大内塾（ただし観光客多数の為満喫できず）

　　金山町：小屋作り（木材運び、くぎ抜き、屋根板打ち、木のカット、柱の組み立て）、バーベキュー、きのこ狩り、ハイキング、温泉、熊汁、旧小学校に寝泊り、郷土料理作り
· 複数人でやった事の羅列なので一人でこの体験を全てしたとは限りません。

· アンケートを見ていて結構抜けている人が多かったのでまだあるかも。

　②つらかった・大変だったこと
　　坂下町：なかった。ご飯が若干多い。
　　高田町：仕事がないこと(２)。またその調整。
　　　　　　受け入れ先にむしろ気を使わせてしまった事。
　　　　　　計画のずさんさにやきもき。
　　金山町：釘の抜きすぎで腰を痛めた。(２)

　　　　　　最初、大工さんからの指示なくて(打ち解けられなくて)困った。(３)

　　　　　　山道の車酔い。
６．農泊（民宿）についての意見・感想
　　坂下町：忘れる事のなく、いつまでも心に刻んでおきたい旅になった。
　　　　　　地元の人たちがあたたかく、親切で、面白かった。
　　　　　　名産物がおいしかった。
　　高田町：寝泊りしたところはキレイ過ぎて不便を感じなかったことが逆に心残りかも
　　　　　　優しいという言葉では表現できない素敵な方々だった。

　　　　　　赤ちゃんがいる家に来てもよかったんだろうか？
　　　　　　皆さんの生活を見られて、生活できたのが最大の収穫。
　　金山町：旅の思い出の４割は「食」。山の幸がおいしかった。(３)

　　　　　　旧小学校の宿舎にわくわくした。(２)

　　　　　　農泊ではないので夕食後何もすることがなかったが、それはそれでみんなで日記を書いたり、他の団体の皆さんと焚き火を囲んで楽しく飲んだりしてよかった。
　　　　　　宿泊場所で地元の人と交流できなかったのが残念。
　　　　　　温泉での旅行者との交流(会話)もよかった。
　　　　　　地元の方にやさしく親切にしていただいた。
　　　　　　お世話になりっぱなしで悪い気がした。
　　　　　　カメムシが多い。(２)

７．モニターツアー参加費用についてと答えた理由
　（１）高い

１
　（２）安い

７
　（３）ちょうどよい
２
　　理由
　　　(１)無記入だったがおそらく「ゼミの中での企画としての枠を超えられないでいるようだから」という考えからきているのではないか？
　　　(２)向こうでしていただいた事を考えると絶対安い。
これだけ人々の温かさや料理を頂き、思い出を作ることができたため。
　　　(３)？無記入。
８．３泊４日という滞在期間の感想とその理由
（１）長かった
１
（２）短かった
７
（３）どちらでもない
２
　理由
　　(１)？無回答
　　(２)初めは長いと思っていたが、あっという間に終わってしまった。３
　　　　もっと交流を深めたかった。
　　　　慣れてきた頃に帰るのが寂しかった。
　　　　小屋ができるまで居たかった。
　　　　新鮮な体験ばかりであっという間に時間が過ぎた。
　　(３)？無回答
９．モニターツアー全体を通しての感想
· 自分たちの位置づけがわからない。
· どういうスタンスでワーキングホリデーに臨んでいいかわからない。
· 内容をしっかり把握している人がいない。
· こんな所で終わりにしないで頑張って下さい。
· 時期が悪い。農業体験もほとんどできなくて残念。
· 応募用紙に書いてあった事(蔵再生)ができなかったのが残念。

· 聞いていた計画と違った。しかもそれを行きの電車の中で知らされた。騙されたような気がして少しいやな思いをした。
· ｢モニターという責任｣をどう果たすか、楽しいだけのツアーにならないようにするにはどうしたらいいか考えさせられました。
· 金山町で他に何ができるかみんなで考えました。これを提案する事が金山町の活性化なのだと責任を感じた。
· 農閑期で仕事がなくて困っていたのはあちらも一緒だった。
· 帰りの電車ももう少し確認を取ってください。
· 一緒に作業でき、共通の思い出ができたのはいい。
· 自然が満喫できた。
· 料理が多かったが、おいしくて食べられちゃうのが怖かった。
· 会津の人は温かかった。
· 普段やる事のない小屋作りに役立てて嬉しい。
· 会津の人たちに感謝です。
· 自然がとても綺麗で、空気もおいしく、優しい人達ばかりの会津で貴重な体験ができました。絶対に忘れません。
· 会津の皆さんにはほんと～に世話になりました。
· 全ての体験が非常に楽しく、地元の方と多少なりとも打ち解けられたことが一番嬉しかったです。
· こうしたゼミ活動でなくてもまた行きます。
· 都会の人に限らず全ての人々に会津のよさをわかってもらい、農業そして自然をもう一度振り返って欲しい。
· 東洋大生ではなかった事と、農作業が勤まるかどうかが不安でしたがとても充実した旅でした。
· 普段できない貴重な体験ができて、自分にプラスになったと思う。
　　
１０．今回訪問した地域にまた行きたいか
　（１）はい　
10

　（２）いいえ
０
第４節　モニターツアー実施における問題点と課題
１．モニターツアーについて

（１）PR面

· モニターツアーの意義

参加者に今回のモニターツアーの意義が伝わっていなかった。参加者に楽しんでもらうことは大切だが、参加者自身も今回このモニターツアーには会津から補助金が出ていること等をもっと認識してもらう必要があった。

· 募集時期

· 一ヶ月前から募集を開始

· １１月のモニターツアーに関しては学園祭の時期と重なった。

· ホームページを利用　希望者の返信の仕方があいまいになり、参加者を混乱させた。

· 事前の意識調査の結果では多くの学生が農村体験に興味を示していた。しかし、実際に募集をかけた結果予想をはるかに下回る参加希望者数。単に農村に対する興味と実際に行動が伴うものではそれだけ参加意欲に差が出る。

（２）今の体制の見直し

· モニターツアーの中で我々学生にできることをもっと明確にして役割分担

· 班内でも役割を分担させ、責任を持たせる

· 年間全体でも活動計画を事前にしっかり決めておく

· 班内にもならずゼミ全体に意見を求める

· 活動で得られたモニターツアーでの現地活動で訪れた場所ごとの評価の一覧表・班活動の流れを作成し、次年度の活動に有効的に利用してもらう

■　共通認識の不徹底

今回のモニターツアーに関った会津、受け入れ先の農家、ゼミ、参加者でグリーン・ツーリズム、ワーキングホリデーに対する共通認識が出来なかった。
（1） 現地での対応

· 雨天等の場合の代替プランの準備不足

· 実施時期の問題
学生は夏休みが都合がいいが、受け入れ先の農家は農繁期で手が回らない

· 参加人数が少ないため十分なサンプルデータが得られなかった

· 我々ゼミ生のツアー中のコーディネート能力の問題

· 移動手段　

今回は少人数の為移動は楽だったが中人数ならば指定席列車にすることも検討

第６章　今後に向けて

１．会津のグリーン・ツーリズムについて

（1） 広域圏内での横の連携と地元との縦の連携の問題

· 横の連携（市町村同士の連携）

· それぞれの市町村の担当者同士で連絡を密にする。

· 自分の地域を他の市町村から客観的にみてもらう必要性。

· 交流会や意見交換会などを実施して活動を活発化。

· 縦の連携（広域圏と地元の連携）

· 連絡を密にして情報の交換、GT・WHの認識の共有化

またさらに広い意味での連携として遠野などの他のグリーンツーリズムを推進している地域や地元の大学との関りを持つことも大切になってくるであろう。

（2） 今後に向けて

· 構図の改善

現在の広域圏の代表者に対してモニターツアーの実施を呼びかける上から下へのアップダウンの構図から、地域でグリーンツーリズムに関心のある人材の発掘など、地域GT実践ニーズを汲み取り地域住民が主体となって活動するボトムアップの構図の移行

· 長期的戦略での発展

今回のモニターツアーや、学生とのつながりなどを使って広域圏GTをどう進めていくのかをもっと明確にし、その情報を広く公開して長期的戦略で推し進めていくことが大切である。

· 今回受け入れてくれた方達のように理解が広がることに期待。

（3） 受け皿となる会津

■現在はグリーンツーリズムでは他の地域に比べて先行している

　　　　　　　　　　　　　↓But

今後周りの地域も同じような取り組みで活性化を図ろうとする動きがみられたときに、いかに他との違いを出すのかが今後の課題

· 交通面や携帯電話が通じにくいなどの問題をそれらを含めていかに付加価値をつけ、PRしていくか。

· 地域資源が豊富なのでそれらをいかに活かしていくかが重要

· 町全体の雰囲気

例えば七日町は駅周辺はきれいに整備されているとは言うものの、町全体としては中途半端な印象を受ける。せっかくいい町並みであるのに車がたくさん通り、横に並んで歩くことができないなどと感じたのでその辺の工夫もほしい。また、単に宿泊場所のみならず集落全体で「訪問者」と対話するような雰囲気がほしい。

· プログラム内容

· 単なる地元巡りではなく参加者自身が自らの体を使って体験する内容を。

· 宿泊費に体験メニューをセットにした場合の値段設定をし、その場合宿泊のみの場合よりも料金を割高に設定するなどの工夫も。

４．会津グリーン・ツーリズムＨＰの提案
（1） コンセプト：会津の暖かい雰囲気が伝わるもの

　　　　　　地元、お客が供に参加できるもの

· 写真の掲載

· 会津の美しい風景←季節の移り変わりがわかるようなもの

· 実際に受け入れてくれる方々の写真

· 掲示板←以前に会津に訪れたお客が書き込めるような掲示板

· 宿泊施設の一覧表、体験施設の一覧表

· 交通アクセス

· 管内市町村の情報

· 携帯からもみられるようにする

· 単にお客が見るだけのものではなく、地元の人も主体的に関れるものにすることで住民の意識を高めていく

１．今後に向けての考察
これまで取り上げたように今回実施するに当たって様々な問題点が浮き彫りになってきた。ここでは今回のモニターツアー全体のこれから目指すべき体制について考えていきたい。

まず、「今回のモニターツアーの図」を見て欲しい。これが今回のモニターツアーの関係性を表したものであるである。今回のモニターツアーには我々青木ゼミ、広域圏、そこの役場の方々、受け入れ先の農家、そして参加者の人たちが関っていたのだが、この図を見てわかるように、東洋大学と広域圏の一部分しか今回意思疎通がとれていなかったと考えられる。我々大学の青木ゼミでも、先生を含めた一部の学生しかその実態が把握できていなく、また受け入れ側である広域圏の方も一部では役場、受け入れ先としっかりと連携が取れていたが、それが全体にまで行き届かなかったように思える。よって実際に成功はしたものの、まだまだ一部分の人たちの懸命な努力のおかげであり、今後も発展を目指すのならば全体がもっと意識を高めて、意思の疎通を図っていかなければならない。

そこで我々が目指すべき体制は、次の図の「目指す体制」にあるようなものである。まずは各自の役割分担をはっきりさせることである。例えば我々青木ゼミ側の役割としては参加者に一番近い立場であるので、参加者のコーディネートがその役割に当たる。学生を対象として事前にアンケート等を行うことでそのニーズを把握し、それを広域圏に伝えることが重要になってくる。また広域圏から得られる受け入れ先の情報や企画を参加者側に伝えることにある。

また広域圏として主に受け入れ先に近い立場にあるので、そのコーディネートが主な役割である。受け入れ先に参加者のニーズを伝えること、ツアーの内容をさらに受け入れ先の要望と合わせて企画をしていくことが大切になってくる。また、そのためにも互いに情報交換を密にし、常に互いの状況を把握して、しっかりとした連絡の体制を作っておくことが重要になってくる。またそのことによって、関係者同士のお互いの顔がよく見えるようになっていくと考えられよう。

また、グリーン・ツーリズム、ワーキングホリデーの概念を全ての関係者で共通のものにしなければならない。これは我々裏舞台で企画する側だけではなく、受け入れ先の農家や参加者の学生達にも同じことが言える。今回はその概念が皆で共通のものに出来ていなかった部分が多く、そのことによる問題点も多かった。それには参加者側には我々青木ゼミが、そして受け入れ先には広域圏の方々がその概念についてしっかり説明をし、認識してもらうことが大切になってくるのである。

今後はこれらの課題を克服して、さらに全体でグリーン・ツーリズムを盛り上げていけるような体制をつくっていくことが大切になっていくのである。

今回(2003年)のモニターツアーの図
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おわりに


１．青木ゼミの学生から

　会津でグリーン・ツーリズムを行い活性化へと繋げてゆく取り組みは、今後考えるべき課題等多いですが、地元の大学生との関わりや地元民と先進地域との交流を行う中で、グリーン・ツーリズムを自分達のものにして下さい。

（井上　映）

　今回単にグリーン・ツーリズムについて客観的に考えるだけでなく、学生でありながら自らがその企画・実行に携われたことはとても貴重な経験でした。今後もこのように学生と地域との供に協力し合う形が更に発展していくことに期待しています。

（中村　亮平）

　この青木ゼミGT班で本当に貴重な経験をする事が出来ました。人にも恵まれました。曲がりなりにも私が今まで活動できたのは、多くの人の温かい支援や、気遣い、優しさがあったからです。みなさんありがとうございました。これからもよろしくお願いします。
（広瀬眞之介）

　やってみなければわからなかった、グリーン・ツーリズムを仕掛ける立場の苦労や課題を身をもって経験できました。今回のモニターツアーの課題や反省、提案がこれからの会津地方のグリーン・ツーリズム推進に少しでも役立てられたらうれしいと思います。

（村上　幸子）

　モニターツアーや調査等に多くの方々に協力していただけたおかげで、事業を進めることができました。本当にありがとうございました。本事業は始まったばかりで、これからも大小問わず課題が出てくるでしょうが、長期的ビジョンで乗り越えてください。

（宮本　和彦）

　GTを知ってすぐに会津坂下に現地調査で行く機会があり、さまざまな刺激を受けながら、勉強させていただきました。多くの方に出会い、お世話になり、調査であるものの楽しい時間を過ごすことができました。ありがとうございました。
（山本由美恵）
図１　青木ゼミＧＴ班が考えるグリーン・ツーリズム





都市と農村のKYOUSEI


（共生・協生・共盛）


都市と農村が共に生き、協力して生き、共に盛り上がること。








文　化





地域のオリジナルな文化を学ぶ


生活に密着した文化、昔ながらの知恵、その土地にしかないオリジナルの文化を知ること。

















自　然





自然を五感全てで感じる


風の音、季節の香り、土の感触などなど、視覚・聴覚・味覚・触覚・嗅覚、全ての感覚を通して、自然を感じること。








時　間





　農村時間に溶け込む


時間に追われることのない、のんびり、ゆったりとした農村時間の流れを味わうこと。








主　役





皆が主役、誰にでもスポットがあたる


訪れる人だけが主役ではない。農村を支える地域の人も主役になれる。老若男女関係なく、誰もが主役になれること。











再認識





地域の人が地域の良さを再発見する


当たり前だと思っていたことが、宝物のように魅力的だったりする。「良さ」の再認識は地域の誇りにつながる。








交　流





人との出会い、心と心を交わす交流


一期一会の貴重な出会い。心と心を交わす交流をすること。遠い親戚のような一生付き合える関係になれる。








共　生





裏舞台





発　見








１０月














１１月














１２月











１月














２月








３月





４月














５月


























６月




















７月








夏休み




















９月下旬





主役





新しい自分を発見する


自分自身と向き合い、じっくり見つめ直す。新しい価値観や新しい自分自身を発見すること。








表５－１　モニターツアー募集の問題点


・告知から実施までの期間が短い。　　　　・情報不足。


・中身が十分、煮詰まっていなかった。　　・視覚に訴える要素が少なかった。


・企画の柱が細かった。　　　　　　　　　・資料の体裁。





生き方を学ぶ





本番当日のみならず、事前準備から。





＜グリーン・ツーリズムの真髄＞





『新しい「何か」を発見したい』


●自然との共存の仕方


●自分を見つめ直し、向上させたい


●将来について考えたい


●新しい価値観を得たい





結果、何を得たいのか





●都会（普段の生活）ではできないこと…のんびりした生活、ゆっくりした時間など


●今までしたことのない体験…農作業　郷土料理を食べるなど


●地域の人々との交流…新しい家族のような関係、世代を超えた交流など


●大自然を感じる…おいしい空気、自然の中でやすらぐなど





農村で実際にやってみたいこと





●自分の生活している環境（都会）と違う環境…新しい「世界」新しい「環境」


●自然が豊か…「癒し」





農村の魅力





いつもと違う環境で


・自分を見つめなおす


・自己・己を知る





●自分を変えたい⇒変化したい⇒都会とは違う環境に行きたい


●日々のストレス・疲れから開放されたい⇒癒されたい





日頃抱えている若者の願望











表４－３


①癒し、のんびり、ゆったりした時間


②自然と触れ合い、やすらぎを感じたい


③農村に住む地域の人と交流したい。


④都会（普段の生活）では体験できないことがしたい


⑤学びや新しい発見を得たい。


⑥自分自身を見つめ直し、成長させたい。


⑦都会の生活とは違う農村の生活をしたい


⑧美味しい郷土料理を食べたい














表舞台





受け入れ先へのコーディネート





参加者への


コーディネート








・地域の情報


・要望


・受け入れ体制


などの提示





・関係者同士の顔が見えるようにする


　　（→パートナーシップ作り）


・ＧＴ、ＷＨの概念を全ての関係者に認識させる


・役割分担をはっきりさせる


・密に情報交換する（報告・連絡・相談）





舞台は農村・都市


どっちもありうる





主役





主役





・交流





受入れ先





役場





広域圏





青木ゼミ





・(お金？)


・楽しさ


・若さのパワー





・アンケート





・学生の要望


・参加者の紹介





・受入れ先の情報


・実際の企画





・学生と地域の


ニーズをミックスする


・参加者の情報


・ツアーの概要











・サポート


・募集





参加者





先生





青木ゼミ





圏内





金山役場





受入先





受入先





坂下役場





モニター生





担当者





広域圏





東洋大学





受入先





高田役場





連絡担当





�


青木ゼミの学生たち


（上段左から）大石万里、井上映、


　　　　　　　山本由美恵、村上幸子


（下段左から）中村亮平、宮本和彦、


　　　　　　　広瀬眞之介
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